
サ
ー
ビ
ス
業
支
援
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン

東
京
本
社
を
開
設

サ
ー
ビ
ス
業
総
合
支
援
の
�株
ダ
ー
ウ
ィ

ン
（
中
区
中
町
七
―
三
五
、
武
谷
勝
法
社

長
）
は
、
東
京
都
港
区
浜
松
町
一
丁
目
三

〇
―
五
の
浜
松
町
ス
ク
エ
ア
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ

ｏ
二
〇
階
に
東
京
本
社
を
開
設
し
た
。
広

島
と
の
二
本
社
制
と
な
る
。

０
０
年
に
飲
食
店
経
営
で
ス
タ
ー
ト
、

０
４
年
か
ら
出
店
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
コ

ン
サ
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
総
合
支

援
事
業
に
軸
足
を
移
し
た
。
０
５
年
に
は

東
京
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
。
飲
食
向
け
を
主

体
と
し
た
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
新
規
事
業
、

財
務
戦
略
で
の
コ
ン
サ
ル
、
金
融
支
援
）

や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
（
新
事
業
提
案
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、
店
舗
開
発
・
設

計
・
Ｉ
Ｔ
支
援
な
ど
）、Ｍ
＆
Ａ
に
も
取
り

組
み
、
昨
秋
か
ら
は
飲
食
店
対
象
の
キ
ャ

ス
テ
ィ
ン
グ
（
人
材
派
遣
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
な
ど
）
に
も
乗
り
出
し
て
い
る
。
東
京

本
社
の
開
設
は
、
今
後
の
店
舗
流
動
化
事

業
進
出
や
既
存
事
業
の
拡
大
に
向
け
た
人

材
確
保
が
狙
い
。
０
７
年
３
月
期
の
売
上

高
は
三
六
億
四
〇
〇
〇
万
円
（
前
年
一
九

億
五
〇
〇
〇
万
円
）
を
計
上
。

中
小
企
業
経
営
革
新
計
画

５
月
は
１５
件
を
承
認

広
島
県
は
中
小
企
業
経
営
革
新
計
画
一

五
件
を
承
認
し
た
。
広
島
地
区
分
は
次
の

通
り
。

▽
�株
ス
ペ
ー
ス
プ
ラ
ン
（
南
区
）、
�有

シ
ス
テ
ム
ワ
ン
（
安
芸
郡
府
中
町
）
�
本

社
移
転
に
よ
る
緊
急
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制

整
備
と
営
業
効
率
化
。▽
�有
ド
イ
産
業（
東

広
島
市
豊
栄
町
）
�
コ
ン
ク
リ
ー
ト
リ
サ

イ
ク
ル
業
へ
の
進
出
。
▽
�株
川
本
建
築
企

画
（
安
佐
南
区
）
�
抗
酸
化
性
能
を
導
入

し
た
高
付
加
価
値
の
戸
建
住
宅
建
築
へ
の

進
出
。
▽
�株
西
尾
興
産
（
呉
市
苗
代
町
）

�
３
Ｒ
社
会
に
お
け
る
再
生
資
源
利
用
の

た
め
の
設
備
投
資
、
バ
イ
オ
マ
ス
変
換
シ

ス
テ
ム
の
プ
ラ
ン
ト
建
設
。
▽
Ｙ
・
Ｓ
工

業
�株
（
東
広
島
市
高
屋
東
）
�
工
業
団
地

進
出
に
伴
う
生
産
効
率
化
、
高
付
加
価
値

製
品
の
製
造
。
▽
�株
ア
ル
フ
ァ
ク
リ
エ
イ

ト
（
南
区
）
�
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
低
コ
ス
ト
ウ
ェ
ブ
監
視
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
提
案
、
販
売
、
施
工
。

ワ
ウ
ハ
ウ
ス

大
野
中
央
に
ミ
ニ
開
発

ワ
ウ
ハ
ウ
ス
�株
広
島
支
店
（
光
永
淳
二

支
店
長
）
は
、
廿
日
市
市
大
野
中
央
二
丁

目
に
「
橋
本
団
地
」（
仮
称
）
の
造
成
工
事

に
着
手
し
た
。

永
慶
寺
川
沿
い
、
中
央
地
区
区
画
整
理

事
業
の
東
側
隣
接
地
の
約
一
四
〇
〇
�
㍍

を
造
成
。
各
区
画
一
四
〇
�
㍍
前
後
の
一

〇
区
画
に
売
り
建
て
形
式
で
木
造
二
階
建

延
一
一
〇
�
㍍
の
住
宅
を
建
設
。
土
地
込

み
の
販
売
価
格
は
約
二
〇
〇
〇
万
円
に
設

定
し
、
９
月
に
発
売
す
る
。
造
成
工
事
は

有
田
建
設
が
担
当
し
、
８
月
末
に
完
成
。

―
日
本
人
の
三
人

に
一
人
が
痔
を
も

っ
て
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
が
…
痔
と

は
な
ん
で
し
ょ
う

か
？肛

門
と
そ
の
周
辺
に
で
き
る
病
気
を
総

称
し
て
、
痔
と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
痔
の

症
状
に
痛
み
・
腫
れ
・
出
血
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
痔
は
大
き
く
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

一
つ
は
痔
核
で
す
。
通
称
い
ぼ
痔
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
痔
の
六
か
ら
七

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
肛
門
の
周
り
に
は

細
か
い
血
管
が
網
の
目
の
よ
う
に
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
血
管
の
一
部
が

排
便
の
い
き
み
な
ど
で
膨
ら
み
い
ぼ
状
に

腫
れ
た
の
が
い
ぼ
痔
で
す
。
発
生
す
る
場

所
に
よ
り
、
出
血
が
お
こ
り
ま
す
。
進
行

す
る
と
肛
門
の
外
に
出
る
よ
う
に
な
り
、

こ
れ
を
脱
肛
と
い
い
ま
す
。
肛
門
の
周
囲

に
血
の
か
た
ま
り
が
で
き
て
痛
む
外
痔
核

も
あ
り
ま
す
。
二
つ
め
は
固
い
便
に
よ
っ

て
肛
門
が
切
れ
て
裂
け
る
裂
肛（
切
れ
痔
）

が
あ
り
ま
す
。
三
つ
め
は
肛
門
に
細
菌
が

入
っ
て
化
膿
し
肛
門
周
囲
膿
瘍
と
な
り
、

最
終
的
に
は
肛
門
か
ら
ト
ン
ネ
ル
が
形
成

さ
れ
る
痔
瘻（
穴
痔
）が
あ
り
、こ
れ
ら
は
三

大
肛
門
疾
患
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
治
療

は
痔
の
タ
イ
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

―
い
ぼ
痔
の
治
療
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

軽
度
の
痔
核
は
ま
ず
生
活
指
導
と
薬
、

座
薬
と
軟
膏
、
飲
み
薬
に
よ
る
保
存
的
治

療
が
基
本
で
す
。

ま
ず
、
下
痢
や
便
秘
を
し
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
第
一

に
食
事
で
す
。
食
物
繊
維
を
多
く
と
り
、

水
分
も
十
分
と
り
ま
し
ょ
う
。
乳
酸
菌
も

役
立
ち
ま
す
。
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
、
香
辛

料
の
と
り
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

第
二
に
排
便
習
慣
で
す
。
ト
イ
レ
は
我

慢
せ
ず
、
便
意
を
も
よ
お
し
た
ら
行
き
ま

し
ょ
う
。
過
度
に
い
き
ま
ず
、
せ
い
ぜ
い

五
分
以
内
に
切
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
ト
イ

レ
に
新
聞
や
雑
誌
を
持
っ
て
入
っ
て
長
く

座
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
肛
門
を
清
潔

に
す
る
の
は
大
切
で
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の

使
用
は
良
い
の
で
す
が
、
過
度
に
水
を
か

け
す
ぎ
る
こ
と
は
だ
め
で
す
。

第
三
に
生
活
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
十
分

な
睡
眠
と
適
度
な
運
動
が
必
要
で
す
。
歩

く
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
ス
ト
レ
ス
を

た
め
な
い
こ
と
も
大

切
で
す
。
長
時
間
の

車
の
運
転
や
仕
事
で

い
す
に
座
っ
て
い
る

こ
と
も
痔
を
悪
化
さ

せ
ま
す
。

痔
の
話広

島
市
医
師
会
理
事

中
西
医
院
院
長

中
西

幸
造
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